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症例報告

ウシの両大血管左室起始
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Double-Outlet Left Ventricle in Cattle
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Abstract. Double-outlet left ventricle (DOLV) was observed in three (0.9%) of 329 bovine 

hearts with congenital cardiac anomalies. All three cases presented visceroatrial situs solitus and 
atrioventricular concordance in the hearts, each of which had two well-devloped ventricles. In 

cases 1 and 2, subaortic ventricular septal defect (VSD) and pulmonary stenosis were evident. In 

case 3, doubly committed VSD and coarctation of the aorta were detected. 
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両大血管左室起始(double-outlet left ventricle,

DOLV)は 大動脈 と肺動脈が完全 に,ま たは優先的 に

形態学的左心室か ら起始す る心奇形 で,発 生 学的には

心臓 の形態形成時 に両側半月弁下円錐の低形 成が主 因

であると考 え られ ている 。 ヒ トにおけ る本 奇 形 の

発生 は非常 に稀 で,1988年 のVan Pragh et al.の

集計 では彼 らの症例 と文献例 を合せて109例 しか存在

せ ず,英 国におけるその発生率は1歳 までに心奇形 で

死亡 した乳児では291例 中4例(1.4%0),日 本 人 の

心形態登 録奇形 心では3000例 中5例(0.16%)と い

われてい る。 ウシでは2例 のDOLVの 発生 が知

られてい るのみで,詳 細な 報告 は無 い。 そこで,ウ

シの 心奇形の詳細を 明 らかに す る 目的の 一環 と して

DOLVに ついて検索 した。

材 料 と方法

材料は宮崎大学に保存 されている ウシの奇形心(卵

円孔開存 は含 まない)329例 で,そ れ らを肉眼的に観

察 した 。

結 果

ウシの奇形心329例 中3例(0.9%)にDOLVが 認

め られた。

症例1は 生時 よ り活力乏 し く,起 立不能 で哺乳力が

弱 く,口 蓋裂 と下顎短小 のため3日 齢で安楽死 されて

いた。症例2は 生後 間 もな くよりわずか の運動で呼吸

促迫 を示 し,5か 月齢 で急死 していた。症例3は5か

月齢 で肺炎 の治療 を受 け,そ の時 に発育不 良,チ アノ

ーゼ,心 内雑音 な どが認 め られて教育 ・研究用に提供

された もので,36ヵ 月齢で肺炎 のため死亡 していた。

これ ら3例 の剖検 所見 の概略 をTable1に 示 した。

3例 の内臓 と心房位 は正位,心 室 ルー プは右心室が

左心室の右 前に位置す るdル ープ,大 血管 は大動脈弁

が肺動脈弁 の右 前(症 例1と2),ま た は肺動脈 と並

列 して右(症 例3)に 位置す るDの 関係で,心 臓 の区

分構築は 〔S,D,D〕 を示 していた。 また3例 とも心
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Table 1 Autopsy findings of three cases with DOLV in cattle

*JB : Japanese Black Hol : Holstein

Fig.I DOLV with subaortic VSD, right 

ventricular view, case 1. Arrow 

indicates the right semilunar cusp 

of the aortic valve.

室中隔欠損(VSD)が 存在 し,心 室は左右 ともに よ く

発達 して いた。

 症 例1のVSDは直径2.2cmの 旺莫様部中隔 欠損,症

例2は 直径3.0cmで 膜様 部中隔か ら漏斗部 中隔 に広が

る欠損 で,い ずれ も人動脈 ドVSDで あっ た(Fig.1).

これ ら2例 の大動脈 はVSD上 に騎乗 し,症 例1で は

大動脈 口の約60%,症 例2で は約70%が 左心室か ら起

始 していた。大 動脈弁.ド円錐は2例 とも欠損 してお り,

Fig.2 Left ventricular view of figure 1.

Arrowheads indicate the subpulmo-

nary conus.

A aortic orifice P : pulmonary orifice

S :septal cusp of left ventricular valve

V :VSD

大動脈 後半17弁 は左房室弁中隔尖 と線維性連続 を示 し

ていた。 症例1と2の 肺動脈は人動脈の左後方で完全

に左心室か ら起始 して いた。 肺動脈弁 と左房室弁の間

には発育の悪 い肺動脈 弁下円錐が存在 していた(Fig

.2)。 肺動脈は症例1で は軽度,症 例2で は中等度 に狭

窄 していた。

症例3のVSDは 膜様部中隔か ら漏.斗部中隔 に広が
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Fig.3 DOLV with doubly committed VSD,

case 3.

AO : aorta PT : pulmonary trunk RA : right 

atrium RV : right ventricle

Fig.4 Left ventricular view of figure 3.

A : aortic orifice P : pulmonary orifice

S : septal cusp of left atrioventricular 

valve V : VSD

の約70/は 左心室か ら起始 していた。人動脈弁下 円錐

は 欠損 して人動脈 後半月 弁 と左房室 弁中隔 尖は線維

性連続 を示 して いた.上行大 動脈 と下 行大動脈 に拡張や

狭窄は認め られ なか ったが,両 者間 に位 置す る大動脈

峡 部は軽 度なが ら縮窄 を認め た。 大動脈 弁下 円錐 と同

様,肺 動脈弁下 円錐は 欠損 し,肺 動脈 左 判1弁 は左房

室 弁中隔 尖と線維性連 続を示 し(Fig.4),肺 動脈は

明 らかに拡張 していた。

る長 径6.0cmの 楕円 形 を 呈 し た 大 き い 両 大 血 管 下

VSDで あ った(Fig.3)。 大動 脈 と肺 動 脈 は 左 右 に並

ん でVSD上 に騎 乗 し,人 動 脈1.1の 約90%,肺 動 脈 口

考 察

DOLVは ヒ トでは非常 に稀 な心 奇形 といわれてい

るが,今 回の ウシの観察では 奇形心329例 中わずか

3例(0.9%)が 認め られ,ウ シのDOLVは やは り稀

な奇形であ った。

ヒ トのDOLVに は種 々な型があ り,解 剖学的に26

型に分類 されてい る21。今回 観察 した ウシの症例1と

2は 内臓 心房位正 位,房 室一 致で,左 右の心室は よく

発達 し,人 動脈 弁下VSDと 肺動脈 狭窄が 存在す る こ

とか らヒ トのDOLVの2型 に一 致す るものであっ た.

この型は ヒ トではDOLVの26.6%に 認め られ る最 も

多い型 と い わ れ て い る。症例3は 内臓心房位IE位,

房室一 致で,左 右の心室は よ く発達 し,両大血管

下 VSDが 存在す ることか らヒトの8型 に一 致 し,こ の

型は ヒ トではDOLVの6,4%に 認 め られ るといわれ

てい る。過 去に報告 されてい るウシのDOLV2例 の

うち,1例 は心臓形態の詳細が明 らかではないが,

他の1例 のは内臓心房位正 位,房 室一 致で,左 右の心

室は よく発達 し,肺 動脈弁下VSDと 人動脈 狭窄 が存

在す るので ヒ トの7型 に 致 し,ウ シで も種 々な型の

DOLVが 存在す るもの と考え られる。

DOLVは 肺動脈 が 大動脈 とともに左 心室か ら起 始

しているので予後は不良 と考え られ る.今 回観察 した

症 例1は 口蓋裂 と下顎短 小のため3日 齢で安楽死 され

ていたが,症 例2は5カ月 齢 で死亡 していた。過去 の

報告 例の1例 も38日 齢 で死亡 している。症例3は36カ

月齢 まで生存 していたが,こ の症例 ではVSDが 人 き

く,し か もそれが両大血管下に位置 し,大 動脈縮窄 も
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軽度であ ったため,比 較的長期間生存 し得た もの と考

えられた。

最後に,貴 重な症 例を紹介,提 供 して頂いた宮崎県

児湯農業共済組合の河野 宏獣医師お よび長崎県五島

農業共済組合の夘田達也獣医師に謝意を表す る。

要 約

ウシの奇形心329例 中3例(0.9%)にDOLVが 認

め られた。3例 とも内臓心房位正位,房 室一致で,左

右 の心室は よ く発達 していた。症例1と2で は大動脈

弁下VSDと 肺動脈 狭窄が,ま た症例3で は両大血 管

下VSDと 大動脈 縮窄が存在 していた。
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